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＜連絡事項＞

・第4回　看護グループ内研修【新人・初級者対象】のお知らせ
日時：12月14日(水)　17:15～ 
場所：2階会議室

テーマ：輸液管理の方法について
講師：秋山Ns
当日の出欠予定の記入を12/13(火)までに各自でお願いします。
・クリスマス用スポンジケーキの予約について
クリスマス用のスポンジケーキを販売いたします。
大きさ7号（21㎝型）　価格：1個420円
※ラップにくるんでお渡ししますが、箱付きを希望される方は、プラス100円い頂きま　

す。また、こちらでカットはいたしません。注文締切：12月20日
注文方法：うみねこ幸房フォルダ→予約表→クリスマスケーキ予約表へ打ち込んで下さい。電話でのご注文でも構いませんし、ご質問があればご連絡下さい。

＜患者様連絡事項＞

・金田　勇治様～本日、14時半から南山苑の訪問調査行っている。

・村田　聡様～本日15時半、退院。退院時処方は14日分処方。残薬を合わせて15日分持たせ、退院となる。

・磯島　貴広様～本日、お母様が来院予定だったが、急用の為来れず、明日、来院予定。
・大橋　正男様～娘様が面会へ来られる。今後について、グループホームの入所を希望され、現在探しているとの事。

＜隔離入室患者様＞

・木村　格治様～終日隔離継続中。要求時の声高さみられているが、比較的静かに経過し

ている。引き続き、精神症状の観察を行い、症状改善を図れるよう介し

していく。

＜要注目患者様＞

・畑中　成夫様～手紙に関しての訴え頻回に聞かれ、神発言や病識のない発言聞かれている。引き続き、精神症状の観察を行っていく。

・高田　マキ様～他者の近くで、怒り口調での独語聞かれている。介入にてトラブルには

至らず経過。引き続き、他者トラブルに注意し、介入していく。

・嶋守　興之樣～昨日、不眠で経過。ユニット内の徘徊見られている。一時的に拒薬ある

が時間をあけ内服出来ている。

・佐々木　フクエ様～酸素１Lで酸素飽和濃度93％～95％。食事は1/3～1/4エプリッチ全量摂取。引き続き、食事摂取状況と身体状況の観察を行っていく。

・吉島　知寿子様～昨日、妹様来院され今後について面談実施。保護者として受け入れできないとの事。今後は、措置解除後は任意入院へ切り替え、グループホームなどの施設入所を検討していくこと説明。妹様、了解される。

・谷崎　遥様～本日面談を行っている。栃木のダルクへ12/16(金)17(土)体験入所予定。

・向井　敦子様～本日から1泊2日の外泊。兄嫁様より、本人が父様の介護をする事により、病状不安定となってしまう為、施設入所を検討していると姉様と話したとの情報がある。本人の意見と食い違いがある為、外泊中に話し合いをしてくる様、伝えている。

＜皮膚科診察＞

・續石　啓介様～肛門部周囲から臀部にかけて急性湿疹ありアズノ－ル＋ラップ保護の指示。

・沢村　まさえ様～軟膏が追加処方。

＜伊藤Dr診察＞

・丹波　清様～12/7(水)採血予定。尿測・腹囲・体重測定の指示あり。デジレル(50)追加処方。

・大上　なみ様～東病棟Bユニットか西病棟Bユニットへの移動許可でている。作業導入の指示あり。臨時薬変更となっている。

・元沢　ナヨ様～デジレル(50)が臨時処方。

・嶋守　興之樣～不眠・拒薬ありグラマリール(75)→(150)へ増量。ロゼレム(50)追加処方。

・谷崎　遥様～本人「吐き気ないです」と話されている。臨時薬が同内容で7日分、以後定期で処方。

・山辺　博彦様～心理検査の指示出ている。

＜安ヶ平Dr診察＞

・馬場　健二様～眠気訴えセパゾン(2)止め。ロラゼパム(0.5)が追加処方。

フルニトラゼパム(2)→(1)へ減量。

・和田　昌様～便がゆるいと訴え次回の定期からアローゼン止め。

・三浦　繁雄様～ゼロの会の為、明日診察予定。

＜症例検討会＞

患者様氏名：嶋守　興之樣（78）

主病名：混合型認知症

入院年月日：H28年11月23日

推定される入院期間：3ヶ月

【現病歴】

　H28.10.28夕方に裸足で外に出て行き、様子がおかしいと感じた発見者が救急要請し保護され八戸市立市民病院へ搬送されることがあった。身体的な異常はなく家族へ連絡が入り自宅へ戻っている。これらの事から家族での対応が困難となっていることや介護保険の利用に至っていないこともあり、妻のかかりつけ医であるはらだクリニックへ相談。当センター紹介され、H28.11.16当院初診。本日受診にて精査加療、環境調整のため、東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

【入院後の経過】

　夜間の睡眠は不安定であり、眠れていない。見当識障害あり、場所が分からず他室侵入することあり、介入要している。帰宅要求があり、不機嫌さ易怒性見られ頓服にて対応している。毛布カバーのヒモを首にかける事や窓を明け棚に上ろうとする等危険行為見られている。薬については拒否することがある。

【検討すべき事項】

・自宅へのデイサービス(家族の意向)

・転倒転落に注意

・工夫して確実に内服する

＜新入院患者様①＞

　氏名：板垣 蔚城様(77)

　病名：アルツハイマー型認知症

　入院形態：医療保護入院

　主治医：深澤Dr

　病棟：東病棟Cユニット4号室
【経過】

　　H18年頃八戸赤十字病院にてアルツハイマー型認知症と診断。H27年12月末頃には自
宅を出たきり帰宅せず、馬淵川付近で全身水浸しの状態で座り込んでいる姿で発見され
保護されることや出掛けたきり帰宅せず行方不明になることがあり、八戸赤十字病院へ2
回の入院歴がある。H28.11.1同院退院後はショートステイの利用を開始。夜間不眠や徘
徊等の周辺症状、いきなり笑い出す、涙脆くなる等感情の起伏が激しく、その場にそぐ
わない言動も認められ、H28.11.5ショートステイの利用終了。自宅へ退去。上記状態で
は施設入所も困難な状態であることから、専門治療、入院治療を希望し当センターへ相
談。H28.12.1当院初診し、東病棟　ユニットへ1回目の入院(医療保護)となる。
